
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

NO.19    2022 年 10 月 15 日 
フォーラム青森 

〒030-0802 

  青森市本町 3 丁目 3 番 11 号 

      青森県平和労組会議気付 
forum-ao2021@outlook.jp 

    080-5413-2848（事務所専用 TEL） 

  

 

 

県
内
を
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最

終
処
分
地
に
し
な
い
よ
う
条
例
の
制
定
を

求
め
た
請
願
が

11

日
、
不
採
択
と
な
っ

た
。
請
願
を
出
し
た
「
県
民
の
会
」
の
浅

石
紘
爾
・
共
同
代
表
ら
は
「
次
世
代
に
禍

根
を
残
す
」
と
述
べ
た
。 

 

県
内
に
は
六
ケ
所
村
に
あ
る
日
本
原
燃

の
貯
蔵
施
設
に
、
再
処
理
委
託
先
の
フ
ラ

ン
ス
か
ら
１
９
９
５
年
に
搬
入
さ
れ
て
以

来
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
が
保
管
さ

れ
て
い
る
。
県
と
村
、
日
本
原
燃
は
貯
蔵

期
間
を
30
年
～
50
年
と
定
め
て
い
る
が
、

最
終
処
分
地
の
候
補
地
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。
条
例
制
定
を
求
め
る
署
名
数
は
９
月

29
日
時
点
で
県
内
外
か
ら
４
万
２
６
８
３

筆
に
の
ぼ
っ
た
。 

 

審
議
が
付
託
さ
れ
た
常
任
委
員
会
で
は
、

「
国
の
原
子
力
政
策
が
信
用
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
候
補
地
す
ら
決
ま
っ
て
い
な
い
。

最
終
処
分
場
が
で
き
な
け
れ
ば
ど
う
な
る

の
か
」
と
い
う
意
見
の
一
方
で
、
「
青
森
県

を
最
終
処
分
地
に
し
な
い
こ
と
は
国
や
事

業
者
か
ら
折
に
触
れ
て
確
約
が
あ
る
」
と

の
声
が
あ
っ
た
。
本
会
議
で
は
不
採
択
に

賛
成
が
36
、
反
対
が
８
だ
っ
た
。 

（
10
月
12
日
、
朝
日
新
聞
・
県
内
版
） 

▼
10
月
11
日
、
県
議
会
を
傍
聴
し
た
。
▼

反
対
討
論
で
、
鹿
内
博
議
員
は
『
10
月
６

日
の
立
憲
・
田
名
部
ま
さ
よ
参
議
の
代
表

質
問
に
、
岸
田
総
理
は
「
青
森
県
知
事
と

の
確
約
が
あ
る
か
ら
」
と
は
言
っ
て
い
な

い
。
知
事
の
大
臣
詣
で
は
国
が
信
頼
で
き

な
い
の
で
毎
回
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
青
森
県
を
核
の
最
終
処
分
地
に
し
な

い
と
い
う
の
は
、
三
村
知
事
を
は
じ
め
と

し
た
青
森
県
民
の
願
い
の
は
ず
で
あ
る
。

…

。』
と
不
採
択
に
反
対
し
た
。
（
佐
藤
） 

           

 
 

藤
田
選
対
は
、
事
務
所
開
き
を
９
月
１３
日

に
開
催
し
、
市
政
報
告
会
を
１０
月
２０
日
沖
舘

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。 

蛯
名
選
対
の
動
き
は
、
１０
月
１４
日
に
「
蛯

名
和
子
を
励
ま
す
会
」
を
選
対
事
務
所
で
開

催
し
ま
す
。 

両
候
補
の
当
選
を
勝
ち
取
ろ
う  

（
斎
藤
） 

   

◎藤田まこと後援会 

事務所 

 青森市沖館 4丁目 1-1 

TEL  017-763-5873 

FAX  017-763-5874 

◎えびな和子後援会 

事務所 

 青森市筒井桜川 89-6 

TEL  017-763-5733 

FAX  017-763-4538 

mailto:forum-ao2021@outlook.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022.10.12 デーリー東北 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本には使用済み核燃料の最終処分場もなく、地震大国であり、武力攻撃にも対応できないなど原発

のリスクは山積する中、「聞く力」をアピールする岸田首相は原発の新増設など原子力政策の見直しを

表明しました。しかし、核燃料サイクルについて計画の先送りが相次ぎ、六ケ所再処理工場をめぐって

は 1993 年に着工し、当初 1997 年に完成する予定であったものが、度重なるトラブルで延期・延期

のオンパレード、今年 9 月も更に延期し今回で 26 回目になります。更に今回は次の完成目標時期も示

せず、日本原燃の迷走ぶりが際立っています。 

 さらに電源開発は大間原発について、安全対策工事の開始を本年後半から再来年の後半に変更すると

し、今回で延期は５回目となります。大間原発は六ケ所で再処理したウランとプルトニウムを混合した

「MOX 燃料」を使う世界初の商業施設をめざしており、いずれも政府と電力会社が国策として進める

中核ですが、計画通り進んでいるものは何一つありません。また延期を繰り返すたびにコストも膨れ上

がり、六ケ所再処理工場は当初建設費に 7,600 億円見込んでいたものが現在では約 2.9 兆円となり総

事業費は 14 兆円を超え、そのコストは私たちの血税で賄われています。そして万が一事故が起きれ

ば、私たちの命や生活、日本の未来すらも脅かされます。岸田首相には今一度聞く力を養ってもらい、

原発等ハイコスト・ハイリスクな政策よりも国民生活・国民の未来のための政策を展開してもらわなけ

ればなりません。青森県平和労組会議は、北海道平和運動フォーラムとともに、大間原発建設・稼働阻

止とともに、六ケ所再処理工場、東北電力東通原発、むつ中間貯蔵施設などの原発・核燃サイクル施設

の廃止を求めていきます。 

 本集会の成功に向け、最大限の結集をお願いします。 

 

記 
 

 
１.日  時  2022 年 11 月 6日（日） 11時 40 分～12時 45 分（予定） 

       ◇集  会 11時 40分～12時 10 分 

       ◇デモ行進 12時 15分～12時 45 分 

 

２.会  場  大間町 総合開発センター・駐車場（※雨天時は屋内） 

        下北郡大間町大間字奥戸下道 20-1  TEL:0175-37-4003 

 

３.主  催  ◇青森県平和労組会議     ◇青森県反核実行委員会 

       ◇北海道平和運動フォーラム  ◇道南地域平和運動フォーラム 

 

４.規  模  100 名（青森県内 50名、北海道 50 名） ※コロナ対策として例年の半分以下とします。 

 

５.バス行程（予定） 

 ◇南部コース（南部バス）  三八、上十三・下北 

  6:00八戸市東運動公園 ⇒ 6:20八戸市庁前 ⇒ 7:20十和田労働福祉会館 ⇒ 7:50道の駅七戸 ⇒

10:30 大間町総合開発センター 

 

 ◇津軽コース（南部バス）  東青、津軽 

  5:45弘前市役所⇒ 6:55 青森県労働福祉会館 ⇒ 7:00社民党 ⇒ 10:30大間町総合開発センター 

 

■社民フォーラム各支部は、各地区の平和労組と連絡をとり、詳細を確認し参加願います。 
 （フォーラム青森にも報告願います。） 

 

６.その他 

 ◇長距離・長時間の移動、季節的に寒くなることもあるので、体力に自信のない方、体調に不安のあ

る方の参加は固くご遠慮願います。 

 ◇コロナ禍が続いている中での集会開催となります。参加者がお互い節度をもって行動願います。食

事以外はマスクを着用し、バスの中での会話は控え目に、大声は厳禁です。 

  なお、バスの中でのアルコールも厳禁とします。 

 

 

tel:0175-37-4003

